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くにみのたから
広報誌発刊500記念

みなさんの笑顔に支えられ、一つずつ実を結び続けた「広報くにみ」。
おかがさまで、昭和48年6月に発行した創刊号から数え、
今月で500号を迎えました。
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【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

『国見のたからもの』

　　　　　　
№ 10

御瀧神社境内の湧水池「大滝」（所在地：国見町大字光明寺字滝沢地内）
光明寺集落の御瀧神社境内には、豊富な地下水が湧き出る泉「大滝」「小滝」が存在し、神池として信仰されています。
家々の水場から周辺の水田にいたるまで潤す湧水は、豊かな実りをもたらし、集落一帯を清浄な空間としています。

「つなげる。未来へ 国見のまちづくり」
　国見町歴史的風致維持向上計画が国の認定を受けました。

　
豊
か
な
自
然
と
人
々
の
素
朴

な
生
活
そ
し
て
、
先
人
た
ち
が

残
し
た
伝
統
・
文
化
す
べ
て
が
、

国
見
町
固
有
の
も
の
で
す
。

　
そ
れ
ら
は
、
国
見
な
ら
で
は

の
風
情
や
情
緒
を
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
歴
史
的
風
致
※
（
右

下
に
説
明
）
で
す
。

　

平
成
27
年
２
月
23
日
、
歴
史

的
風
致
の
魅
力
を
高
め
、
歴
史

と
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
策
定
し
た

「
国
見
町
歴
史
的
風
致
維
持
向

上
計
画
」
が
国
（
文
部
科
学
省
、

農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
）

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
は
当
町
の
他
に
、
京
都

府
向
日
市
、
奈
良
市
の
２
市
１

町
が
認
定
を
受
け
、
福
島
県
で

は
白
河
市
に
続
き
２
番
目
の
認

定
と
な
り
ま
し
た
。

未
来
に

「
国
見
の
た
か
ら
も
の
を
」

　

少
子
高
齢
化
や
生
活
様
式
の

多
様
化
に
よ
り
、
町
内
に
は
空

き
家
が
目
立
ち
、
祭
礼
も
慢
性

的
な
後
継
者
不
足
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
計
画
策
定
を

※歴史的
　　　風致とは
　日本には、そこでしか感じる
ことができない風情や情緒があ
り、それらは、そこに住む人々
の営みや歴史、伝統によって形
成されています。
　「歴史的風致」とは、地域に
住む人々が受け継いできた伝統
や活動と、歴史的建造物が一体
となって形成した良好な環境で
す。　

き
っ
か
け
と
し
て
、
国
見
町
固

有
の
歴
史
的
風
致
の
魅
力
を
高

め
、
未
来
へ
つ
な
げ
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
し
、
町
活
性
化
の
一
翼

を
担
え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

全国の認定都市 49 都市

左から：認定証を受け取った京都府向日市長、うえの国土交通大臣政務官、
                                              太田久雄国見町長、奈良市副市長

認定証

今月の表紙は、今回認定を
受けた歴史的風致維持向上
計画で取り上げている、国
見町の「たからもの」です。
詳細については３ページか
ら掲載してあります。
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